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2007年　新年のごあいさつを申し上げます

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
の
陽
光
を
仰
ぎ
、
希
望

に
満
ち
溢
れ
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
２
年
目
の
昨
年
は
、
旧
一
市
三
町
の
融
和
と
連
帯
感
を
醸
成
す
る
こ
と
と
新
竹
田
市
か
ら
全

国
に
向
け
て
情
報
発
信
を
す
る
た
め
、「
秋
・
久
住
高
原
フ
ェ
ス
タ
」
と
銘
打
っ
て
竹
田
市
発
足
１
周

年
記
念
事
業
を
雄
大
な
久
住
高
原
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
秋
の
く
じ
ゅ
う
高

原
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
十
分
に
満
足
し
て
お
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

実
行
委
員
会
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
競
争
が
激
し
い
昨
今
の
状
況
を
鑑
み
、
中
九
州
に
位
置
す
る
竹
田
市
と
阿
蘇
市
と

豊
後
大
野
市
が
連
携
を
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
す
た
め
「
九
州
な
か
な
か
地
域
ブ
ラ
ン
ド

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
九
州
の
中
央
に
位
置

し
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
三
地
域
が
連
携
し
て
、
観
光
・
農
畜
産
物
・
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア

ッ
プ
と
中
九
州
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
全
国
へ
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
改
め

て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
広
域
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
上
で
高
速
交
通
網
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
が
、
幸

い
に
も
11
月
に
「
中
九
州
横
断
道
路
竹
田
大
野
道
路
」
が
異
例
の
早
さ
で
着
手
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
の
お

か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
三
位
一
体
改
革
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
で
地
方
財
政
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
竹
田
市
と
し
て
も
、
職
員
定
数
・
給
与
の
見
直
し
、
事
務
事
業

の
簡
素
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
「
行
財
政
改
革
」
を
行
い
、「
行
財
政
基

盤
の
確
立
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
多
少
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
が
市
民
の

皆
様
に
も
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
世
に
誇
り
う
る
「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
育
む　

名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」
の
建
設
に
向
け
て
、

農
業
・
商
業
・
観
光
の
強
い
基
幹
産
業
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
安
全
・
安
心　

だ
れ
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
衷
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

竹　田　市　長

　牧　　　剛　尓
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
竹
田
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
、
安
倍
新
内
閣
が
発
足
し
、
そ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
路
線
を
継
承
、
加

速
さ
せ
て
い
く
考
え
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
に
つ
い
て
政
府
は
引
き
続
き
回
復
し
て
い

る
と
し
、「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
た
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
や
中
小
企
業
、
特

に
竹
田
市
に
お
い
て
は
回
復
を
実
感
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

当
市
の
財
政
に
つ
い
て

も
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
が
毎
年
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
税
収
の
減
少
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、向
こ
う
10
年
間
の
本
市
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
定
め
た
「
竹
田
市
総
合
計
画
」
が
、

昨
年
６
月
定
例
会
で
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

育
む
名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市
議
会
も
今
の
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
真
剣
に
進
め
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
１
年
間
か
け
て
会
派
に
よ
る
議

会
運
営
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
全
議
員
に
よ
る
研
修
委
員
会
の
立

ち
上
げ
や
勉
強
会
な
ど
、
議
会
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
議
会
改
革
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
会
派
制
度
を
導
入
し
、
よ
り
円
滑
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
昨
年
、
日
照
不
足
と
台
風
13
号
、
そ
し
て
そ
の
後
の
雨
不
足

な
ど
に
よ
り
、
４
年
連
続
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
市
議
会
と
し
て
も
、
農
業
・
商
業
・

観
光
の
一
体
的
な
振
興
・
発
展
、
さ
ら
に
は
中
九
州
横
断
道
路
「
大
野
竹
田
道
路
」
の
整
備
促
進
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
交
通
網
の
整
備
、
健
康
・
福
祉
施
策
、
教
育
施
策
の
充
実
な
ど
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竹田市議会議長

　児　玉　誠　三

2007年　新年のごあいさつを申し上げます
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２
０
０
６
年　
竹
田
の
１
年

 

１
月

10
日　

竹
田
市
消
防
特
別
点
検

12
日　

国
道
57
号
線
天
神
交
差
点
に
、
竹
田

　

市
交
通
安
全
協
会
と
た
け
た
女
性
ド
ラ
イ

　

バ
ー
協
議
会
が
交
通
安
全
塔
を
設
置
。

20
日　

中
島
孝
男
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
感

　

謝
状
を
受
賞
。

25
日　

竹
田
市
観
光
協
会
が
、郷
土
玩
具「
竹

　

田
奴
凧
」を
復
元
し
竹
田
小
学
校
に
寄
贈
。

 

２
月

２
日　

南
部
幼
稚
園
新
園
舎
落
成
。

４
日　

竹
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が

　
「
竹
田
の
家
庭
料
理
大
集
合
in
久
住
」
を

　

久
住
中
央
公
民
館
で
開
催
。

６
日　

竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇
市
が
、
福
岡

　

市
、
熊
本
市
、
大
分
市
で
初
の
共
同
観
光

　

Ｐ
Ｒ
を
実
施
（
９
日
ま
で
）。

22
日　

農
林
水
産
省
選
定
「
疎
水
百
選
」
に

　
「
城
原
井
路（
神
田
頭
首
工
）」が
選
ば
れ
る
。

24
日　

九
州
ア
ル
プ
ス
新
経
済
圏
懇
話
会
が
、

　
「
ぐ
る
っ
と
く
じ
ゅ
う
周
遊
道
路
」
無
料

　

バ
ス
を
３
月
31
日
ま
で
試
験
運
行
。

26
日　

竹
田
市
直
入
町
〜
由
布
市
庄
内
町
間

　

の
農
業
用
道
路
開
通
に
伴
う
直
入
庄
内
区

　

域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
完
工
式
開
催
。

 

３
月

２
日　

竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入
地
区
地
域

　

審
議
会
が
、
竹
田
市
総
合
計
画
案
に
対
す

　

る
答
申
を
市
長
に
提
出
。

４
日　

久
住
高
原
沢
水
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で

　

野
焼
き
を
実
施
。

５
日　

第
19
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。

16
日　

竹
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
設
立
。

19
日　

入
田
地
区
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会

　

が
、地
区
内
に
桜
・
紅
葉
を
植
樹
。２
０
０
９

　

年
ま
で
に
１
０
、０
０
０
本
の
計
画
。

21
日　

長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」

　

入
館
者
が
１
０
０
万
人
突
破
。

26
日　

竹
田
高
校
で
61
年
ぶ
り
に
旧
制
竹
田

　

中
学
校
45
期
生
卒
業
式
開
催
。

31
日　

竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施

　

計
画
を
策
定
。

 

４
月

１
日　

竹
田
市
の「
花
・
木
・
鳥
」と
し
て「
み
や

　

ま
き
り
し
ま
・
も
み
じ
・
う
ぐ
い
す
」を
制
定
。

１
日　

税
務
課
を
本
庁
に
統
合
。
総
合
支
所

　

市
民
生
活
課
と
保
健
福
祉
課
を
統
合
。
久

　

住
、
直
入
畜
産
セ
ン
タ
ー
を
統
合
。
福
祉
事

　

務
所
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
係
を
統
合
。

　

国
体
推
進
室
を
設
置
等
。

１
日　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興
局
と
大

　

分
県
大
野
地
方
振
興
局
が
統
合
し
、
大
分

　

県
豊
肥
振
興
局
が
誕
生
。
竹
田
県
税
事
務

　

所
が
豊
後
大
野
県
税
事
務
所
と
名
称
を
変

　

更
し
豊
後
大
野
市
に
移
転
。

１
日　

家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
を
２
倍
に
。

１
日　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
福
祉
サ

　

ー
ビ
ス
開
始
。

６
日　

日
本
城
郭
協
会
が
選
定
す
る
「
日
本

　

百
名
城
」
に
岡
城
が
選
ば
れ
る
。

10
日　

南
部
小
学
校
体
育
館
・
運
動
場
落
成
式
。

12
日　

三
重
総
合
高
校
開
校
。

19
日　

愛
育
班
全
国
大
会
で
荻
愛
育
班
陽
目

　

分
班
の
堀
ア
サ
エ
さ
ん
が
母
子
愛
育
会
会

　

長
表
彰
を
受
賞
。

23
日　
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

　

ム
」
で
、
竹
田
市
立
図
書
館
と
大
分
県
立
竹

　

田
高
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

24
日　

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
拠
点
コ

　

ン
サ
ー
ト
「
タ
ン
ゴ
・
ナ
イ
ト
in
竹
田
」

　

開
催
。

25
日　

竹
田
市
総
合
計
画
審
議
会
が
市
総
合

　

計
画
案
に
つ
い
て
審
議
結
果
を
答
申
。

25
日　

画
家
の
大
嶋
英
子
さ
ん
が
自
作
品「
朝

　

市
に
吹
く
風
」
を
竹
田
市
に
寄
贈
。

28
日　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が
、

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
内
で
業
務
を
開
始
。

29
日　

春
の
叙
勲
。
村
田
忠
士
さ
ん
、
旭
日

　

双
光
章
。
鍵
小
野
晶
さ
ん
、旭
日
単
光
章
。

29
日　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
開
催
。

 

５
月

１
日　

市
勢
要
覧
２
０
０
６
発
行
。

３
日　
「
献
穀
斎
御
田
植
式
」
が
渡
辺
次
郎

　

さ
ん
所
有
の
水
田
で
行
わ
れ
る
。

８
日　

ハ
ウ
ス
カ
ボ
ス
出
荷
式
開
催
。

13
日　

毎
日
新
聞
大
分
版
「
は
が
き
随
筆
」

　

年
間
大
賞
を
三
代
律
子
さ
ん
が
受
賞
。

14
日　

ド
イ
ツ
村
広
場
で
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
フ

　

ェ
ス
ト
開
催
。

24
日　

長
湯
温
泉
旅
館
組
合
が
「
源
泉
か
け

　

流
し
」
宣
言
を
行
う
。

 

６
月

８
日　

下
矢
倉
地
区
住
民
が
土
砂
災
害
を
想

　

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
。

11
日　

第
７
回
「
田
能
村
竹
田
」
生
誕
の
日

17
日　

第
９
回
「
久
住
高
原
の
唄
」
日
本
一

　

大
会
開
催
。

24
日　
「
瀧
廉
太
郎
１
０
４
回
忌
追
悼
演
奏

　

会
」
開
催
。

27
日　

竹
田
市
総
合
計
画
「
た
け
た
活
力
創

　

造
計
画
２
０
０
６
」が
竹
田
市
議
会
で
採
決
。

 

７
月

４
日　
「
ぐ
る
っ
と
く
じ
ゅ
う
地
場
農
産
物

　

地
産
地
消
懇
話
会
」
開
催
。

18
日　

第
18
回
大
野
川
源
流
祭
り

19
日　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
が
「
豊
肥
地
域

　

農
林
業
も
う
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定
会

　

議
」
開
催
。

20
日　

大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
総
領
事
館
の
ゲ

　

ロ
ル
ト
・
ア
メ
ル
ン
ク
総
領
事
が
竹
田
市

　

を
訪
れ
る
（
21
日
ま
で
）。

22
日　
「
道
の
駅
竹
田
」
十
周
年
感
謝
祭
開

　

催
（
23
日
ま
で
）。

23
日　
「
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
in

　

菅
生
」
開
催
。

24
日　

竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇
地
域
が
連
携

　

し
て
地
域
振
興
を
図
る
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

　

地
域
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
設
立
総
会
開
催
。

24
日　

久
住
地
域
の
３
小
学
校
５
年
生
30
人

　

が
、
佐
伯
市
米
水
津
で
、
地
元
小
学
生
と

　

交
流
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
（
25
日
ま
で
）。

27
日　

竹
田
市
嫗
岳
地
区
愛
育
班
発
会
式
開

　

催
。

 

８
月

１
日　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
「
１

　

人
１
枚
・
カ
ー
ド
型
」
に
変
更
。

４
日　

久
住
夏
越
祭
り
開
催
（
５
日
ま
で
）。

６
日　

第
２
回
市
民
球
技
大
会
開
催
。

９
日　

竹
田
市
と
旧
直
入
町
で
国
際
交
流
員

　

を
２
年
間
務
め
た
ケ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
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ラ
さ
ん
と
、
新
し
く
着
任
し
た
ジ
ュ
リ
ア

　

ス
・
フ
ィ
ン
ク
さ
ん
の
歓
送
迎
会
開
催
。

10
日　

国
土
交
通
省
が
、
直
入
町
の
温
泉
療

　

養
文
化
館「
御
前
湯
」
と
農
産
加
工
品
即
売

　

所「
お
ん
せ
ん
市
場
」周
辺
の
約
６
、０
０
０

　

平
方
㍍
を「
道
の
駅
な
が
ゆ
温
泉
」と
認
定
。

11
日　

竹
田
市
と
大
分
大
学
が
、
12
月
に
国

　

指
定
史
跡
70
年
を
迎
え
る
岡
城
の
Ｃ
Ｇ
化

　

を
発
表
。

11
日　

優
秀
映
画
鑑
賞
デ
ー
開
催
。

12
日　

宇
宙
メ
ダ
カ
の
会
が
直
入
地
域
の
教

　

育
施
設
に
宇
宙
メ
ダ
カ
を
寄
贈
。

16
日　

竹
田
市
成
人
式

17
日　

荻
地
域
の
特
産
品
ト
マ
ト
を
老
人
ホ

　

ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
に
届
け
る

　
「
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」
実
施
。

18
日　

露
地
カ
ボ
ス
選
果
始
動
式
開
催
。

20
日　

大
分
県
消
防
操
法
大
会
開
催
。
直
入

　

方
面
隊
第
１
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
準

　

優
勝
、
直
入
方
面
隊
第
２
分
団
が
ポ
ン
プ

　

車
の
部
３
位
入
賞
、「
な
お
い
り
保
育
園

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
が
「
ち
び
っ
こ
消
防

　

操
法
」
出
場
。

21
日　

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　

登
山
競
技
の
男
子
縦
走
で
竹
田
高
校
山
岳

　

部
が
３
位
入
賞
（
25
日
ま
で
）。

29
日　

市
内
の
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
40
組
織
が

　

加
入
す
る
竹
田
市
農
産
加
工
協
議
会
発
足
。

29
日　

久
住
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
成
式

　

開
催
。

 

９
月

９
日　

県
道
庄
内
久
住
線
長
湯
バ
イ
パ
ス「
湯

　

の
原
ト
ン
ネ
ル
」
貫
通
式
開
催
。

11
日　

竹
田
警
察
署
と
大
分
県
交
通
安
全
協

　

会
竹
田
支
部
が
、
市
内
の
飲
食
店
に
飲
酒

　

運
転
防
止
の
チ
ラ
シ
を
配
布
。

12
日　

大
分
県
椎
茸
農
協
竹
田
地
区
生
産
者

　

組
合
連
合
会
等
が
竹
田
地
区
し
い
た
け
フ

　

ェ
ア
を
開
催
。

14
日　

吉
田
八
幡
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ

　

ー
ル
隊
が
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
パ
ト

　

ロ
ー
ル
カ
ー
を
導
入
。

15
日　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
竹
田
町
の

　
「
佐
藤
家
住
宅
」
が
選
ば
れ
る
。

15
日　

大
分
県
の
最
高
齢
者
と
し
て
、１
０
８

　

歳
の
栗
本
カ
ツ
さ
ん
（
城
北
町
）
を
広
瀬

　

勝
貞
大
分
県
知
事
が
訪
問
。

16
日　

第
59
回
県
民
体
育
大
会
開
催
。
総
合

　

得
点
１
１
３
点
。
総
合
14
位
。

20
日　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
・
竹

　

田
市
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
。

27
日　
「
献
穀
斎
田
抜
穂
式
」
が
渡
辺
次
郎

　

さ
ん
所
有
の
水
田
で
行
わ
れ
る
。

28
日　

竹
田
市
役
所
本
庁
及
び
各
総
合
支
所

　

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
。

28
日　

志
土
知
地
区
で
竹
田
市
初
の
集
落
営

　

農
法
人
「
紫
草
（
む
ら
さ
き
）
の
里
営
農

　

組
合
」
設
立
総
会
開
催
。

 10

月

１
日　

非
核
平
和
都
市
宣
言

１
日　

竹
田
市
発
足
１
周
年
記
念
事
業
「
健

　

康
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
開
催
。「
竹

　

田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭
」
披
露
。

１
日　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う

　

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
、

　

竹
田
市
独
自
の
軽
減
策
を
実
施
。

７
日　

竹
田
市
発
足
１
周
年
記
念
事
業
「
秋
・

　

久
住
高
原
フ
ェ
ス
タ
」（
８
日
ま
で
）。

11
日　

全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
で
、

　

後
藤
義
文
さ
ん
が
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
章
。

14
日　

竹
田
医
師
会
病
院
増
改
築
工
事
落
成
。

14
日　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
が
ド
ラ
イ

　

ブ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
in
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
開
催
。

18
日　

荻
町
、
久
住
町
、
直
入
町
の
３
商
工

　

会
が
合
併
基
本
協
定
調
印
式
開
催
。

21
日　

荻
小
学
校
と
佐
伯
市
上
浦
の
東し

の
の
め雲

小

　

学
校
児
童
が
稲
刈
り
交
流
。

22
日　

中
九
州
横
断
道
路
大
野
竹
田
道
路（
豊

　

後
大
野
市
大
野
町‒

竹
田
市
間〔
約
12
㌔
〕）

　

事
業
着
手
式
開
催
。

22
日　

第
67
回
大
分
県
畜
産
共
進
会
（
肉
用

　

牛
の
部
）に
お
い
て
、児
玉
正
己
さ
ん
の「
よ

　

し
え
号
」
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
農

　

林
水
産
大
臣
賞
、
甲
斐
義
之
さ
ん
の
「
み

　

さ
き
号
」
が
九
州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
。

27
日　

岡
城
跡
が
、都
市
公
園
法
施
行
50
周
年

　

記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
選
定
す
る
「
日

　

本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
る
。

28
日　
「
第
１
回
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ
・
第
27

　

回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
」
開
催
。

 11

月

１
日　

広
報
た
け
た
及
び
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
広
告
掲
載
開
始
。

３
日　

平
成
18
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰
式

３
日　

甲
斐
冬
松
さ
ん
瑞
宝
単
光
章
受
章
。

５
日　

竹
田
市
発
足
１
周
年
を
記
念
し
て
、

　

市
内
各
地
で
記
念
植
樹
。

６
日　

大
分
県
及
び
大
分
県
木
造
住
宅
推
進

　

協
議
会
が
、
第
21
回
豊
の
国
木
造
建
築
賞

　

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
、
建
築
会
社
川
野

　

組
が
施
工
し
た
診
療
所
と
住
宅
を
選
考
。

８
日　

竹
田
市
サ
フ
ラ
ン
生
産
出
荷
組
合
と

　

竹
田
研
究
所
が
サ
フ
ラ
ン
を
使
っ
た
料
理

　

を
楽
し
む
会
を
開
催
。

８
日　

降
水
量
が
１
か
月
半
で
６
㍉
。

９
日　

文
化
財
課
が
、
岡
城
跡
国
指
定
史
跡

　

70
周
年
を
機
に
「
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム
」
を
開
始
。

10
日　

竹
田
市
商
店
街
連
合
会
が
廃
食
油
を

　

回
収
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製
す
る
事
業
を
開
始
。

10
日　

安
部
房
子
さ
ん
が
社
会
福
祉
事
業
功

　

労
者
厚
生
大
臣
表
彰
受
賞
。

12
日　

第
30
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭

17
日　
「
お
お
い
た
地
産
地
消
の
日
」
に
ち

　

な
ん
で
、
広
瀬
県
知
事
が
長
湯
小
学
校
で

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
体
験
。

17
日　

姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
ク
ロ

　

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
メ
ロ
ー
ト
・
エ
カ
ー
ト

　

市
長
他
20
人
が
牧
市
長
を
表
敬
訪
問
。

17
日　

竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
・
熊
本
県
阿

　

蘇
市
が
「
九
州
な
か
な
か
地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
。

17
日　

第
７
回
竹
楽
開
催
（
19
日
ま
で
）。

18
日　

九
州
電
力
が
、
直
入
町
長
湯
の
市
有

　

林
に
広
葉
樹
約
１
０
、０
０
０
本
を
植
樹
。

21
日　

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
暴
力
絶
滅

　

竹
田
市
民
大
会
開
催
。

30
日　
「
ふ
る
さ
と
の
道
づ
く
り
」
連
絡
協

　

議
会
全
国
大
会
に
お
い
て
、
牧
市
長
が
会

　

長
に
任
命
さ
れ
る
。

 12

月

２
日　

第
２
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

ー
シ
ョ
ー
。

３
日　

第
19
回
大
分
県
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝

　

競
走
大
会
で
、
竹
田
市
が
３
連
覇
（
旧
直

　

入
郡
よ
り
）。

３
日　

第
42
回
全
国
名
流
吟
詠
大
会
で
、
倉

　

原
妙
子
さ
ん
が
、
第
３
部
初
出
場
、
初
優

　

勝
。

10

11

12
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　

本　

田　

耕　

一

　
　
　

同

　

大　

塚　
　
　

廣
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委

員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

直
入
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　

地
域
審
議
会
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
地
域
市
民
の
意
向
を
十
分
に

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
本
庁
へ

進
達
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
つ
い

て
は
、
公
有
財
産
規
則
に
基
づ
き

事
務
処
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

■
市
民
生
活
課

  

各
種
募
金
等
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
適
切
な
管
理
に
努
め
、
今

後
の
事
務
分
掌
の
適
正
化
に
つ

い
て
十
分
検
討
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
商
工
観
光
課

　

公
共
的
団
体
の
事
務
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
理
解

と
協
力
を
求
め
な
が
ら
改
善
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　

市
営
住
宅
浄
化
槽
の
調
査
報
告

の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
迅
速

に
対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
課

　

公
共
的
団
体
の
事
務
に
つ
い
て

は
、
当
該
団
体
へ
の
移
行
を
含
め

今
後
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
国
民
宿
舎
「
直
入
荘
」

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
た
め
、
事

故
等
の
な
い
よ
う
十
分
な
安
全
対

策
に
心
が
け
、
引
き
続
き
宿
舎
経

営
の
向
上
に
向
け
努
力
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

 

久
住
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　

地
域
審
議
会
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
地
域
市
民
の
意
向
を
十
分
に

把
握
し
、
審
議
会
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

施
設
の
安
全
管
理
に
は
常
に
留

意
し
、
保
守
点
検
後
の
指
摘
事
項

等
に
つ
い
て
は
必
ず
確
認
し
、
改

善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　

行
政
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

は
賃
貸
借
契
約
等
に
基
づ
き
適
切

な
管
理
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　

施
設
等
の
安
全
管
理
に
努
め
、

保
守
点
検
項
目
ご
と
に
必
ず
確
認

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
生
活
課

　

個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮

し
、
原
本
等
の
管
理
に
つ
い
て
は

常
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
要

望
す
る
。

■
産
業
課

　

補
助
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
書

類
の
整
備
に
十
分
な
配
慮
を
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所
・
都
野
保
育
所

　

防
災
避
難
訓
練
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
安

全
対
策
を
講
じ
効
果
的
な
訓
練
と

な
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

保
育
目
標
実
現
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
て
、
職
員
研
修
の
充

実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

荻
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　

地
域
審
議
会
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
市
民
の
意
向
を
十
分

に
把
握
し
意
欲
的
な
審
議
が
さ
れ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
審
議
会
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
建
設
課

　

処
理
施
設
等
に
お
け
る
保
守
点

検
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
必

ず
確
認
し
改
善
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
、
安
全
管
理
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
産
業
課

　

観
光
資
源
の
保
護
と
活
用
を
図

る
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

効
果
を
把
握
し
て
推
進
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
市
民
生
活
課

　

市
民
の
健
康
診
断
の
受
診
率
が

高
く
、
ま
た
愛
育
班
活
動
も
盛
ん

で
あ
る
。
引
き
続
き
努
力
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
荻
保
育
所
・
柏
原
保
育
所

　

施
設
の
安
全
確
認
点
検
に
心
が

け
、
特
に
消
防
・
防
災
等
に
つ
い

て
は
防
災
訓
練
の
充
実
を
要
望
す

る
。
食
材
の
受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
は
十
分
な
点
検
と
、
冷
凍
食
品

等
の
保
存
・
管
理
に
細
心
の
注
意

を
払
う
よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
課
・
公
民
館

　
（
荻
、
久
住
、
直
入
）

　

施
設
の
安
全
管
理
に
常
に
留
意

し
、
保
守
点
検
後
の
指
摘
事
項
等

に
つ
い
て
は
必
ず
確
認
を
行
い
、

改
善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
給
食
調
理
場

　
（
荻
、
久
住
、
直
入
）

　

学
校
給
食
調
理
場
の
安
全
衛
生

面
に
十
分
配
慮
し
、
安
全
で
お
い

↑シュパーゲルフェスト

↑白丹保育所の園児さん

↑荻愛育班ジャンボかぼちゃ大会



7　2007年1月発行

し
い
給
食
の
提
供
に
心
が
け
、
事

故
等
の
な
い
よ
う
十
分
な
管
理
を

要
望
す
る
。

■
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼
稚
園
、

　

岡
本
小
学
校
、
竹
田
小
学
校
、

　

明
治
小
学
校
、
南
部
小
学
校
、

　

豊
岡
小
学
校
、
祖
峰
小
学
校
、

　

竹
田
中
学
校
、
竹
田
南
部
中
学

　

校

　

施
設
等
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
点
検
記
録
簿
等
に
よ
り
定
期
的

に
点
検
し
、
改
善
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
早
急
に
処
置
す
る
と

と
も
に
、
全
職
員
が
常
に
施
設
の

状
況
を
把
握
で
き
る
校
内
連
絡
体

制
を
整
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

ご
と
に
指
導
・
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と
綿

密
な
連
絡
体
制
を
と
り
子
供
の
安

全
性
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

学
校
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
今

後
の
取
り
扱
い
を
含
め
て
、
正
常

な
管
理
が
で
き
る
よ
う
管
理
委
員

会
等
で
の
十
分
な
検
討
を
要
望
す

る
。

■
水
道
課

  

貯
水
槽
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
面
か
ら
も
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
す
る
等
の
安
全
対
策
を
講
じ

る
よ
う
要
望
す
る
。

  

漏
水
対
策
と
し
て
年
１
回
委
託

調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
年
次
計
画
に
従
っ
て
調
査
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

　

市
民
に
と
っ
て
学
習
活
動
の
中

心
に
な
る
施
設
は
「
図
書
館
」
で

あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
情
報
提
供
に

取
り
組
み
、
利
用
者
が
満
足
で
き

る
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
市
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
心
が
け
、
小
中
学
校

の
学
校
司
書
と
の
連
携
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
引
き
続
き
図

り
、
図
書
館
事
業
の
向
上
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
文
化
財
課

　

個
人
情
報
の
保
護
に
は
十
分
配

慮
し
、
常
に
細
心
の
注
意
を
払
う

よ
う
要
望
す
る
。

　

事
業
等
に
よ
り
文
化
財
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係

機
関
と
十
分
な
連
携
を
と
り
文
化

財
保
護
に
努
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

　

防
災
避
難
訓
練
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
が
、
特
に
夜
間
の

対
応
に
つ
い
て
周
辺
住
民
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
協
力
を
依

頼
す
る
と
共
に
、
常
に
入
荘
者
の

安
全
管
理
に
配
慮
し
住
み
良
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
会
計
課

　

資
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
債

権
運
用
指
針
に
基
づ
き
安
全
で
有

利
な
管
理
が
で
き
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
竹
田
保
育
所

　

施
設
管
理
に
お
け
る
避
難
訓

練
・
防
災
訓
練
等
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
安
全
確

保
に
は
十
分
な
配
慮
を
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
財
政
課

  

計
画
的
な
財
政
運
営
を
心
が
け
、

公
債
費
等
の
後
年
度
分
担
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
を
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

  

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
に

伴
い
、
収
支
計
画
書
等
を
参
考
に

管
理
の
実
態
を
把
握
し
て
、
委
託

料
等
に
関
し
て
の
十
分
な
精
査
が

で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
課

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

証
明
書
等
交
付
の
際
の
本
人
確
認

に
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
を
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

　

窓
口
業
務
に
お
い
て
は
、
市
役

所
の
顔
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、

市
民
に
対
し
て
き
め
細
や
か
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
常
に
心
が
け
応

対
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
環
境
衛
生
課

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
と
し
て
、

各
家
庭
へ
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
等
の

設
置
普
及
に
努
め
、
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

環
境
週
間
の
一
環
と
し
て
各
地

区
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

↑竹田南部中職場体験（竹田保育所）

開
し
て
い
る
。
広
く
市
民
に
呼
び

か
け
引
き
続
き
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
選
挙
管
理
委
員
会

  

選
挙
に
お
け
る
投
票
意
欲
を
高

め
る
た
め
、
更
な
る
啓
発
活
動
の

充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
る
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、
一
層

の
注
意
を
払
う
よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
委
員
会
（
総
務
課
・
学
校

　

教
育
指
導
室
）

　

学
校
職
員
安
全
衛
生
委
員
会
の

運
営
に
よ
り
、
教
職
員
に
対
す
る

安
全
・
健
康
・
衛
生
の
保
持
促
進

が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
要

望
す
る
。　

　

学
校
林
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
数
の
激
減
に
よ
り

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
学
校
が
あ

る
。
今
後
、
学
校
林
管
理
委
員
会

と
造
林
管
理
に
つ
い
て
協
議
し
、

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
議
会
事
務
局

　

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
上

で
、
陳
情
・
請
願
等
の
処
理
の
経

過
及
び
結
果
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

↑稲葉川清掃で集まったゴミの分別中
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

長　湯
小学校

竹　田
商業高校

 

二
宮
尊
徳
が
見
て
き
た
こ
と　

 

　

今
や
全
国
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

き
た
直
入
町
の
南
西
部
に
、
長

湯
小
学
校
が
あ
る
。
校
門
の
そ

ば
に
は
、
二
宮
尊
徳
像
が
昭
和

29
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
つ

め
て
い
る
。
本
年
度
は
、
な
…

な
か
よ
く
す
る
子　

が
…
が
ん

ば
る
子　

ゆ
…
ゆ
め
を
も
つ
子

　

を
目
指
し
て
い
る
が
、
尊

徳
さ
ん
に
は
ど
う
見
え
て
い
る

か
？　

尊
徳
さ
ん
が
め
ざ
し
た

労
働
の
価
値
は
「
空
き
缶
拾
い

登
校
」「
畑
仕
事
（
地
産
地
消
）」

と
し
て
つ
な
い
で
い
る
。
昨
年

度
か
ら
月
２
回
「
保
護
者
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
」
が
、
子
ど
も

た
ち
の
感
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
る
。

　

あ
る
日
、
北
海
道
か
ら
「
子

ど
も
た
ち
の
暖
か
い
挨
拶
に
心

が
和
み
、
長
湯
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
」
と
あ
り
が
た
い
手
紙

が
届
い
た
。

　

４
月
か
ら
は
、新「
直
入
小
学

校
」
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
田
北
敏
彦
）

 

み
な
さ
ん
、

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
平
成
20
年
３
月
を
も

っ
て
、
76
年
の
歴
史
と
伝
統
に

幕
を
閉
じ
ま
す
。
昭
和
６
年
４

月
創
立
か
ら
延
べ
１
万
余
名
の

卒
業
生
を
輩
出
し
、
卒
業
生
は

地
元
を
は
じ
め
県
内
外
で
幅
広

く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
竹
楽
な
ど
の
地

域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た

り
、
地
元
事
業
所
の
協
力
を
得

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

し
た
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
振
興
に
尽

力
す
る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し

た
地
域
の
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
校
を
愛
し
支
え

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
閉
校
ま
で

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
澤
﨑　

實
）

 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人  

　
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員

会
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
作

成
す
る
も
の
で
す
。

申
請
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て

　

備
え
て
い
る
こ
と
。

①
竹
田
市
に
住
所
を
有
す
る
者
。

②
平
成
19
年
３
月
31
日
に
お
い
て

　

年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者

③
ア
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

　

業
務
を
営
む
者
。

　

イ
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同

　

居
の
親
族
ま
た
は
同
居
の
親
族

　

の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

　

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

　

る
者
。

提
出
期
限　

１
月
９
日
㈫
ま
で
に
、

　

自
治
会
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

●
お
問
い
合
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
１
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
８
２
）

 　

年
産
水
稲
被
害
対
策
支
援

 

資
金
利
子
助
成
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
の
日
照
不
足
及
び
台

風
13
号
等
に
よ
り
水
稲
に
被
害
を

う
け
た
農
業
者
に
対
し
、
農
業
近

代
化
資
金
を
借
り
入
れ
る
際
に
、

県
、
市
役
所
、
農
協
の
機
関
が
利

子
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
窓
口
を
豊
肥
振
興
局
農
山

村
振
興
部
、
竹
田
市
役
所
農
林
畜

産
課
及
び
各
総
合
支
所
産
業
課
、

農
協
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振

　

興
部

　

☎
63‒

１
１
７
２

　

竹
田
市
役
所
農
林
畜
産
課

　

☎
63‒

４
８
０
５

　

各
総
合
支
所
産
業
課

　

荻　
　

☎
68‒

２
２
１
５

　

久
住　

☎
76‒

１
１
１
６

　

直
入　

☎
75‒

２
２
１
５

　

大
分
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

　

本　

店　
　
　
☎
63‒

１
０
１
１

　

拝
田
原
支
店　

☎
63‒

1
0
3
4

　

直
入
支
店　
　
☎
75‒

2
2
3
3

　

荻
支
店　
　
　
☎
68‒

2
2
2
2

　

久
住
支
店　
　
☎
76‒

1
1
2
1

18

!!
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⑯

　

久
住
か
ら
県
道
白
丹
線
を

車
で
西
に
進
み
15
分
。
広
域

農
道
と
の
立
体
交
差
を
過
ぎ

る
と
、
右
側
の
高
台
に
稲
葉

公
園
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

佐
藤
孫
三
郎
氏
の
石
像
を
は

じ
め
、
地
域
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
記
念
碑
等
が
数
基
設

立
さ
れ
て
い
る
。

　

氏
は
旧
白
丹
村
稲
葉
に
生

ま
れ
、
大
正
８
年
72
歳
で
没

し
た
。
白
丹
村
長
、
直
入
郡

会
議
員
を
経
て
県
会
議
員
と

な
り
、
在
任
10
年
、
議
長
職

在
任
も
５
年
に
及
ん
だ
。

　

そ
の
間
、
井
路
の
開
発
、

畜
産
の
奨
励
、
教
育
・
慈
善

事
業
の
振
興
等
、
地
区
の
発

展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
。

　

氏
の
没
後
、
地
区
民
は
そ

の
功
績
を
顕
彰
し
永
久
に

佐藤孫三郎と稲葉公園
伝
え
る
た
め
の
石
像
を
建
立

し
、
桜
を
植
樹
し
、「
稲
葉

公
園
」
と
名
付
け
た
。

　

地
区
の
古
老
の
話
で
は
、

石
像
は
熊
本
で
製
作
さ
れ
、

当
時
、
豊
肥
線
が
宮
地
ま
で

し
か
通
じ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
地
区
の
方
々
が
石
像
を

宮
地
駅
か
ら
歩
い
て
運
ん
だ

と
い
う
。

　

こ
の
他
に
、
地
区
民
か
ら

敬
慕
さ
れ
て
い
た
佐
藤
徳
寿

氏
、
山
県
小
太
郎
氏
、
近
年

に
な
っ
て
は
志
賀
実
氏
他
の

記
念
碑
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
９
月
に
は
関
係
者
の

遺
族
を
招
き
、
管
理
に
当
た

っ
て
い
る
稲
葉
組
合
に
よ
っ

て
慰
霊
祭
、
敬
老
会
が
文
化

祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

先
覚
者
の
功
徳
碑
、
記
念

碑
と
そ
の
他
の
由
緒
あ
る
石

造
文
化
遺
産
と
記
念
公
園
は
、

地
区
の
人
々
の
厚
い
心
情
と

も
深
く
関
わ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
丁
寧
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。　
（
志
賀
静
哉
）

「10年の計は元旦にあり」

第16回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラムつれづれ
　   えっせい

↑佐藤孫三郎氏の像

　
「
夢
は
叶
う
」
と
自
分
た
ち
の

根
っ
こ
を
作
る
事
に
専
念
し
た
10

年
は
、
前
進
と
後
退
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
。
今
が
あ
の
頃
の
夢
か
と

問
う
と
正
直
答
え
に
窮
す
る
。
太

鼓
を
世
界
に
通
用
す
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
に
す
る
。
自
分
達
の

里
を
作
る
。
世
界
の
音
楽
祭
を
開

催
す
る
。
沢
山
の
仲
間
が
集
う
。

10
年
前
に
描
い
た
夢
は
現
実
と
な

っ
た
が
、
満
足
で
き
な
い
自
分
が

い
る
。

　

日
々
新
し
い
夢
が
映
像
の
よ
う

に
現
れ
る
。
そ
れ
は
昨
日
よ
り
今

日
と
、
具
体
的
に
な
っ
て
い
く
。

次
の
夢
は
１
人
の
夢
で
無
く
、
Ｔ

Ａ
Ｏ
全
体
の
目
標
と
変
わ
り
、
そ

の
為
に
何
を
す
べ
き
か
を
皆
が
知

っ
て
い
る
。
簡
単
で
は
な
い
。

普
通
で
は
不
可
能
な
事
。
長
い

時
間
を
要
す
る
事
。
若
い
Ｔ
Ａ

Ｏ
に
は
理
解
し
難
い
事
で
も
、

今
ま
で
の
10
年
の
歩
み
が
、
絶

大
な
教
え
と
し
て
、
結
果
を
急

ぐ
若
者
に
信
頼
と
安
心
を
与
え

る
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
こ
ん

な
事
が
日
本
人
に
で
き
る
ん
だ

と
言
わ
れ
る
様
な
計
画
が
進
行

す
る
。
そ
れ
は
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
支
え

て
く
れ
た
人
々
全
て
の
共
有
の

夢
で
あ
り
、
希
望
の
光
と
な
ら

ん
事
を
願
う
。

　

高
原
に
太
鼓
が
響
き
渡
り
、

粛
々
と
上
る
初
日
に
手
を
合
わ

せ
る
。

　
　

 （
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
藤
高
郁
夫
）

 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

11
月
24
日
に
韓
国
で
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、

日
本
で
も
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
養
鶏
業
へ
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
人
間
へ

感
染
す
る
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
発
生

す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
が
感
染
拡
大
を
予
防

す
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
で
は
市

町
村
、
農
協
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
県
内
へ
の
侵
入
を
防
止
す

る
た
め
監
視
体
制
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
飼
っ
て
い
る
鶏
や
野
鳥
が

多
数
死
亡
し
た
場
合
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
連
絡
先

　

大
分
県
庁
家
畜
衛
生
資
料
室

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

３
６
８
４

　

☎
０
９
０‒

１
５
１
４‒

３
８
８
７

　

豊
後
大
野
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
７
９
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↑優勝旗とカップを手に、満面の笑顔の竹田市チーム

竹田市3連覇！
第19回大分県郡市対抗女子駅伝競走大会

　12月 3日に大分市で開
催された第 19 回大分県
郡市対抗女子駅伝競走大
会において、竹田市代表
チームが、旧直入郡代表

から続く 3連覇の快挙を成し遂げました。
　強い風が吹く全 6区間 24㌔のレースの中で、竹
田市は 2区の鳥倉寛子さんと 6区の渡部紋子さん
が区間賞を獲得し、1時間 24 分 33 秒のタイムで
ゴールしました。
成績　1区：阿部里菜（16分 08秒※表紙）、2区：
　鳥倉寛子（10分 30 秒）、3区：阿南沙織（14分
　22秒）、4区：佐藤厚美（11分 33秒）、5区：後
　藤千鶴（14分 46秒）、6区：渡部紋子（17分14秒）

竹田市駅伝、

少年少女駅伝開催

　

11
月
26
日
に
、
第
60
回
竹
田
市

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
が
降
り
気
温
が
低
い
中
、

各
地
区
及
び
中
学
校
の
26
チ
ー
ム

が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

主
な
成
績　

Ａ
部
優
勝
：
久
住
Ａ

　
　
　
　
　

Ｂ
部
優
勝
：
直
入

　

ま
た
、
12
月
２
日
に
は
、
市
内

の
小
学
生
が
参
加
し
て
第
33
回
少

年
少
女
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

↑菅生農村改善センター前をスタート !

↑雨の中、力走する子供たち

　

12
月
３
日
に
大
分
市
コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
８
回
創

造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
九
州
地
区
中
学
生
大
会
に
、
大

分
県
代
表
と
し
て
緑
ケ
丘
中
学
校
、

竹
田
南
部
中
学
校
の
生
徒
が
出
場

し
、
自
分
た
ち
で
設
計
・
製
作
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
、
規
定

の
作
業
を
競
い
ま
し
た
。

　

中
九
州
横
断
道
路
大
野
竹
田
道

路
の
事
業
着
手
に
伴
い
、
暴
力
団

の
介
入
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
11
月

21
日
に
、
竹
田
市
防
犯
協
会
連
合

会
が
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
暴

力
絶
滅
竹
田
市
民
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
市
民
の
総

意
を
結
集
し
暴
力
の
な
い
明
る
い

社
会
の
実
現
を
宣
言
し
ま
し
た
。安全で安心な竹田のために

　

11
月
15
日
に
、
第
２
回
人
権
を

守
る
市
民
の
集
い
が
竹
田
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

落
語
家
の
林
染
丸
さ
ん
を
招
い

て
行
わ
れ
た
人
権
講
演
会
は
、「
〜

人
権
は
身
近
な
問
題
〜
み
ん
な
尊

い
命
だ
か
ら
」
の
題
で
落
語
を
交

え
た
講
演
で
、
会
場
に
集
っ
た
参

加
者
は
聞
き
入
り
ま
し
た
。

大切な人権を守って
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まちの話題

はづきの会チャリティー開催
　

11
月
25
日
に
、
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
で
、
は
づ
き
の
会
主
催
に

よ
る
「
は
づ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
、市
民
の
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
、演

奏
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
上
で
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
得
た
益
金
を
竹
田
市
に
寄
贈

す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
は

づ
き
の
会
会
長
か
ら
久
住
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

↑稲葉学園しらゆり幼稚園きく組の皆さんの「サウスポー」

↑居合を披露する加来さん

　

12
月
２
日
に
、
竹
田
市
文
化
会

館
で
第
２
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
昼
の
部
で
は
23
、
夜
の
部
で

は
24
の
舞
踊
や
合
奏
等
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
益
金
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
益
金
等

と
合
わ
せ
て
、
市
内
の
福
祉
団
体

や
個
人
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
：
先
月
号
裏
表
紙
に
掲

載
し
た
写
真
は
、
竹
田
南
高
校
の
ソ
ー
ラ

ン
節
で
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

開
催

↑雨合羽を着込んで植樹する皆さん

九
州
電
力
と
竹
田
市
で

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

　

九
州
電
力
㈱
大
分
支
店
が
、
竹

田
市
と
共
催
で
、
11
月
18
日
に
直

入
町
大
字
長
湯
字
烏
嶽
に
あ
る
竹

田
市
の
管
理
地
約
２
・
４
㌶
に
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
カ

シ
等
の
落
葉
樹
１
０
、０
０
０
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
平
成
13
年
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
九
州
電
力
㈱
が
、
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
九
州
内
で
10

年
間
に
１
０
０
万
本
の
植
樹
を
行

う
「
九
州
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
雨
の
中
、
約
６
０
０
人

の
人
が
集
ま
り
、
40
班
に
分
か
れ

て
移
植
ゴ
テ
で
苗
木
を
植
樹
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
発
令
さ
れ
た
秋
の

叙
勲
に
お
い
て
、
甲
斐
冬
松
さ
ん

が
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
斐
さ
ん
は
昭
和
38
年
に
旧
直

入
町
消
防
団
へ
入
団
し
、
平
成
17

年
ま
で
に
５
年
間
の
消
防
団
長
等

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
消
防
が
好
き
で
し
た
か
ら
き
つ

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

甲
斐
さ
ん
は
、
消
防
団
で
の

日
々
を
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑瑞宝単光章を受章された甲斐冬松さん

祝・瑞宝単光章受章

青
少
年
の
健
全
育
成
に

力
尽
く
さ
れ
て

　

11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
創
立
40

周
年
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

に
お
い
て
、
明
治
子
供
神
楽
文
化

財
愛
護
少
年
団
と
長
松
英
二
さ
ん

が
、
県
民
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
子
供
神
楽
は
昭
和
63
年
に

結
成
さ
れ
、
御
嶽
流
城
原
神
楽
を

子
供
た
ち
に
伝
承
し
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
、
長
松
さ
ん
は
32
年
間
少
年
野

球
の
指
導
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の

非
行
防
止
や
健
全
育
成
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
た

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
等
を
評

価
さ
れ
、
吉
弘
央
さ
ん
、
中
城
賢

一
さ
ん
、
斉
藤
政
行
さ
ん
、
椎
原

文
夫
さ
ん
、
加
藤
孝
介
さ
ん
、
三

宮
光
憲
さ
ん
が
、
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議
創
立
40
周
年
記
念
顕
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

↑明治子供神楽の子供たちと長松さん
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

↑竹田市母子保健推進委員会会長の甲斐サチ子さん

竹
田
市
で
は
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の

一
部(

最
高
10
万
円)

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

10
組
の
夫
婦
の
う
ち
２
組
が
不

妊
と
い
わ
れ
る
現
在
。
竹
田
市
で

は
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
供

を
生
み
た
い
方
が
生
め
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
１
年
度
に
１
回
、
10
万
円

を
限
度
に
、
同
一
の
夫
婦
に
対
し

て
５
回
ま
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

医
療
保
険
診
療
の
一
部
負
担
金     

　
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
補
助
金
の
交

付
申
請
日
を
基
準
と
し
て
、
夫
婦

と
も
に
１
年
以
上
前
か
ら
竹
田
市

の
住
民
で
、
婚
姻
後
１
年
以
上
経

過
し
た
夫
婦
で
す
。
ま
た
、
医
療

機
関
が
不
妊
症
と
診
断
し
、
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は

不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
保
険
診

療
の
一
部
負
担
金
及
び
医
療
保
険

適
用
外
治
療
費
の
合
計
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
保
険
等
各
法
の

規
定
に
基
づ
き
給
付
さ
れ
た
額
や

大
分
県
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
交

付
額
は
控
除
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
交
付
対
象
経
費
の

２
分
の
１
で
最
高
10
万
円
で
す
。

 

申
請
に
必
要
な
書
類

①
不
妊
治
療
費
補
助
金
交
付
申
請

　

書
②
不
妊
治
療
費
補
助
事
業
医
師
証

　

明
書

③
不
妊
治
療
費
補
助
事
業
医
療
費

　

等
証
明
書

④
戸
籍
全
部
証
明
書

⑤
住
民
票
の
世
帯
票
ま
た
は
外
国

　

人
登
録
原
票
の
写
し

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
63‒
４
８
１
０

 

大
分
県
の
不
妊
治
療
費
助
成 

　
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

大
分
県
の
不
妊
治
療
費
等
助
成

は
人
工
授
精
等
の
医
療
保
険
適
用

外
の
不
妊
治
療
費
等
が
助
成
対
象

治
療
に
な
り
ま
す
。
１
年
度
に
１

回
、
10
万
円
を
限
度
に
同
一
の
夫

婦
に
対
し
て
５
回
ま
で
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

大
分
県
の
申
請
窓
口
は
竹
田

保
健
所
☎
63‒

２
１
８
７
で
す
が
、

県
の
申
請
に
必
要
な
書
類
も
市
役

所
健
康
増
進
課
に
あ
り
ま
す
。
併

せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
」

　

不
妊
治
療
に
つ
い
て
様
々
な
悩

み
が
あ
る
け
れ
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と
な
の
で
相
談
し
づ
ら
い

と
い
う
方
の
た
め
に
、
不
妊
に
関

す
る
一
般
相
談
・
専
門
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
相
談
を
毎
週
月
〜
金
曜
日

の
13
〜
17
時
、
専
門
医
に
よ
る
面

接
相
談
（
予
約
が
必
要
）
を
毎
週

火
曜
日
の
14
〜
17
時
の
間
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

電
話
相
談
は
助
産
師
で
も
あ
る

不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
も

受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院

　

４
階　

大
分
県
不
妊
専
門
相
談

　

セ
ン
タ
ー
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
」

　

☎
０
９
７‒

５
１
３‒

８
１
１
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

hopeful@
alm
ond.ocn.ne.jp

 

健
や
か
親
子　

全
国
大
会

 

母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰

　

11
月
20
〜
22
日
に
高
知
市
で
開

催
さ
れ
た
平
成
18
年
度
健
や
か
親

子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
）に
お
い
て
、竹
田

市
母
子
保
健
推
進
委
員
会
会
長
甲

斐
サ
チ
子
さ
ん
（
上
写
真
）
が
母

子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

長
年
、
母
子
保
健
事
業
、
家
族
計

画
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
や
団

体
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

甲
斐
サ
チ
子
さ
ん
は　

昭
和
61

年
４
月
か
ら
20
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
地

域
で
の
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
乳
幼
児

健
診
へ
の
声
か
け
、
乳
幼
児
健
診

や
妊
婦
教
室
で
の
介
助
・
相
談
等

の
活
動
を
通
し
、
母
子
保
健
の
向

上
の
た
め
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
竹
田
市

母
子
保
健
推
進
員
会
の
会
長
を
務

め
、
母
子
保
健
推
進
員
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
母
子
の
健
全
な
育
成
の

た
め
積
極
的
な
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
者
の
視

点
か
ら
意
見
を
発
言
し
、
竹
田
市

の
母
子
保
健
の
向
上
、
健
康
づ
く

り
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

21



13　2007年1月発行

　
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
年
の
始
ま
り
に
、
お
め
で

た
い
話
題
を
探
し
て
み
ま
し

た
。
北
陸
の
福
井
県
は
男
女
と

も
全
国
２
位
の
長
寿
の
県
で

す
。
そ
の
理
由
を
分
析
し
た
資

料
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

福
井
の
人
は
脂
肪
の
摂
取

量
、
質
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
豆
や
魚
か
ら
摂
取
す
る
比

率
が
高
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

大
豆
製
品
を
含
む
豆
類
（
全
国

５
位
）
や
イ
モ
類
（
全
国
１
位
）

を
多
く
食
べ
る
の
で
カ
リ
ウ
ム

摂
取
が
多
く
、
食
事
の
塩
分
が

控
え
め
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
（
炭
水
化
物
、
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
肪
の
比
率
が
良
い

食
事
）
等
、
古
く
か
ら
の
食
生

活
が
長
寿
と
関
係
が
あ
る
よ
う

で
す
。
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

控
え
め
で
カ
リ
ウ
ム（
イ
モ
類
、

野
菜
）
多
め
の
食
事
や
魚
介
類

を
多
く
摂
る
こ
と
で
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
が
予
防
で
き
、
心
臓

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
が
少
な
く

な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
は
全
国
に
比

べ
「
女
性
は
働
き
者
」、「
高
齢

者
も
働
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
盛
ん
」
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
し
た
。「
生
き
が
い
」
を

持
つ
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
「
三
世
代
家

族
が
多
く
、
高
齢
者
も
に
ぎ
や

か
に
過
ご
せ
る
」
と
い
う
特
徴

も
あ
り
ま
し
た
。
住
居
も
持
ち

家
の
比
率
が
高
く
、
高
齢
者
も

居
住
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
取
れ
、

住
ま
い
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
県
民
所
得
、
貯

蓄
の
多
さ
等
、
経
済
的
な
ス
ト

レ
ス
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

以
上
か
ら
、
長
寿
に
は
、
①

質
素
な
食
事
を
薄
味
で
い
た
だ

く
、②
よ
く
働
き
、仕
事
に
「
生

き
が
い
」
を
感
じ
る
、
③
大
き

な
家
を
建
て
て
、
高
齢
者
も
ゆ

っ
た
り
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
、
④
貯
金
を
増
や
す
、
等
が

良
い
よ
う
で
す
。 

　

簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、

今
年
の
目
標
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

長
寿
の
話　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
22
〉

　

今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
申
請

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
ま
ず
申
請
に
よ
り
要
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
の
窓
口
は
、
保
険
課
介

護
保
険
係
又
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
す
。
本
人
又
は
代
理
の

方
、
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
及
び
介
護
保
険
施
設
が
代
行
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
被
保
険
者
証

を
持
参
く
だ
さ
い
。

 

申
請
で
き
る
人

　

65
歳
以
上
の
人
…
要
支
援
又
は

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
原
因
に
係

ら
ず
申
請
が
可
能
で
す
。

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保

険
加
入
者
…
要
支
援
又
は
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
原
因
で
あ
る
身
体

上
又
は
精
神
上
の
障
が
い
が
、
加

齢
に
伴
っ
て
生
じ
る
心
身
の
変
化

に
起
因
す
る
疾
病
で
あ
っ
て
、
政

令
で
定
め
る
特
定
疾
病
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
申
請

が
可
能
で
す
。

 

政
令
で
定
め
る
特
定
疾
病

 

・
が
ん
（
回
復
の
見
込
み
が
な
い

と
医
師
が
判
断
し
た
も
の
）・
慢

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
・
後
縦
靭
帯
骨
化
症
・

骨
折
を
伴
う
骨
粗
鬆
症
・
初
老
期

に
お
け
る
認
知
症
・
進
行
性
核
上

性
麻
痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性

症
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄

小
脳
変
性
症
・
脊
柱
管
狭
窄
症
・

早
老
症
・
多
系
統
萎
縮
症
・
糖
尿

病
に
よ
る
神
経
障
害
、
腎
症
及
び

網
膜
症
・
脳
血
管
疾
患
・
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
・
両
側
の
膝
関
節
又
は
股
関
節

に
著
し
い
変
形
を
伴
う
変
形
性
関

節
症

 

認
定
調
査

　

訪
問
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
等
に
つ
い
て
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

 

主
治
医
意
見
書
作
成

　

申
請
の
際
に
指
定
い
た
だ
い
た

「
か
か
り
つ
け
医
」に
、
意
見
書
の

作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

 

審
査
・
判
定

　

認
定
調
査
の
結
果
及
び
主
治
医

意
見
書
に
あ
る
記
載
内
容
を
も
と

に
、
介
護
保
険
認
定
審
査
会
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
の
判
定

を
行
い
ま
す
。
判
定
の
結
果
は
、

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
後
の
手
続
き

□
在
宅
サ
ー
ビ
ス
希
望
の
方

　

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
依
頼

し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の

計
画
書
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

□
施
設
サ
ー
ビ
ス
希
望
の
方

　

希
望
施
設
に
本
人
又
は
家
族
が

入
所
申
請
を
行
い
ま
す
。
要
介
護

１
以
上
の
認
定
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

　

　　

　

　　

　

 

上
角
西
自
治
会
防
災
訓
練

　

竹
田
市
内
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
防
災
訓
練
を
行
う
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
３
日
、上
角
西
自
治
会
（
羽

田
野
省
三
会
長
）
が
、
防
災
訓
練

を
行
な
い
ま
し
た
。
集
会
所
で
竹

田
市
消
防
団
都
築
指
導
員
と
地
元

消
防
団
員
が
、
自
主
防
災
に
つ
い

て
経
験
談
を
交
え
て
話
を
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
自
治
会
に
設
置
し

て
い
る
消
火
栓
に
よ
る
放
水
訓
練

を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
避

難
訓
練
や
救
急
訓
練
に
つ
い
て
順

次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

↑消火栓の使い方を習いました。

　

　

　

平
成
19
年
２
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

　

　　

平成18年1月生まれ
　

　

　



図書館
から

1月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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竹田市立図書館の休館日
は、1日㈫・2日㈬・3日㈭・
8日㈪・15 日㈪・22 日㈪・
26 日㈮・29 日㈪です。

　「おはなしルーム」
日時　1月 17日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

　「おはなし広場」
日時　1月 24日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「初女お母さんの愛のおくりもの」
　　　　　　　　　　　　　　佐藤初女

　青森の「森のイスキ
ア」で、いのちを癒し
てくれるおいしい手料
理に心をこめて、人をも
てなす初女さん。「いの
ちと食」について考え
させられる一冊です。

「千佳慕の横浜ハイカラ少年記」
　　　　　　　　　　　 　 熊田千佳慕
　94歳初めての書き下
ろし！ボローニャ国際
絵本原画展に入選した
絵の原点がここにあり
ます。「ファーブル昆虫
記の虫たち」も揃いま
した。ぜひどうぞ！

「第3回ボランティア講習会」～フィルム装備の仕方等～
日時　1月 26日㈮ 14:00 ～ 15:30　　場所　竹田市立図書館

 

お
手
紙
紹
介
・
関
西
か
ら

　

関
西
久
住
人
会
の
峠
智
子
さ
ん

か
ら
、
11
月
12
日
に
兵
庫
県
尼
崎

市
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
総
会
に

つ
い
て
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
83
歳
の
方
も
出
席
さ
れ
盛
大

に
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
久
住
を
離
れ
何
年
も
の
月
日

が
経
っ
て
も
、
故
郷
を
愛
し
懐
か

し
く
思
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
分
県
竹
田
市
を
も
っ

と
関
西
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ

る
こ
と
と
、
竹
田
市
と
共
に
関
西

久
住
人
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

 

認
定
農
業
者
経
営
研
修
会

日
時　

１
月
12
日
㈮

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

市
役
所
３
階
会
議
室

対
象
者

　

認
定
農
業
者
等
１
０
０
人
程
度

内
容　

税
務
知
識
（
申
告
・
税
の

　

改
正
等
）、
雇
用
に
関
す
る
労

　

務
管
理

●
主
催
・
お
問
い
合
せ

　

豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
経
営
・

　

畜
産
班　

植
木

　

☎
63‒
３
１
７
７
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 11 月 30 日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,191 人　　( － 57 人 )
　男性　12,717 人　 ( － 27 人 )
　女性　14,474 人　 ( － 30 人 )
世帯数　10,730世帯 (－12世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第22回

　

山
地
の
半
陰
地
の
落
ち
葉
が

堆た
い
せ
き積

す
る
樹
林
下
に
生
育
す
る

高
さ
10
㌢
ほ
ど
の
常
緑
小
低
木

で
す
。
茎く

き

は
根
元
が
斜
め
で
直

立
し
、
赤
み
を
帯
び
た
茶
色
で
、

直
径
が
２
・
５
㍉
と
細
く
、
曲
げ

て
も
折
れ
ず
に
柔
軟
で
す
。

　

光
沢
の
あ
る
互ご

せ
い生
の
葉
は
長
楕

円
形
で
茎
の
上
部
に
輪

り
ん
せ
い
じ
ょ
う

生
状
に
つ

き
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
６
㌢
、

幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
、
ふ
ち
に
細
か

い
鋸き

ょ
し歯

が
あ
り
ま
す
。
葉
を
透
か

し
て
見
る
と
葉

よ
う
み
ゃ
く脈が

白
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
地
図
を
連
想
し
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
前
年
枝
の
葉よ

う
え
き腋

に
白

に
赤
い
斑ふ

入
り
の
径
８
㍉
ほ
ど
の

５
深
裂
し
た
小
花
を
下
向
き
に
咲

か
せ
ま
す
。
秋
に
は
径
７
㍉
ほ
ど

の
真
っ
赤
な
果
実
を
数
個
つ
け
、

冬
枯
れ
の
山
に
趣

お
も
む
きを

添
え
ま
す
。

　

昔
、
人
が
食
べ
た
小
さ
な
ミ

カ
ン
を
柑こ

う
じ子

と
い
い
、
林
床
の

藪や
ぶ

に
見
ら
れ
る
こ
の
実
を
そ
れ

に
な
ぞ
り
、
藪や

ぶ
こ
う
じ

柑
子
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　

竹
田
地
方
で
は
「
千せ

ん
り
ょ
う両
」
と

呼
ば
れ
て
人
々
に
親
し
ま
れ
、

社し
ゃ
そ
う
り
ん

叢
林
や
岡
城
跡
等
の
木
陰
で

観
察
さ
れ
ま
す
。

　

花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

阿孫　久見

ヤブコウジ（ヤブコウジ科）

  第20回　岡の里名水マラソン大会
日　　時　3月 4日㈰　雨天決行
会　　場　竹田市文化会館前（受付・開会式・スタート・ゴール）
大会日程　受付 8:00 ～ 9:30　開会式 9:30　スタート 10:00 ～
種　　目　フルマラソン、ハーフマラソン、10㌔、5㌔、3㌔（性別、
　　　　　年齢区分有）、健康ウォーク
参加料金　一般 3,000 円　高校生以下・健康ウォーク 1,000 円
支払方法　郵便振込・カード払い・コンビニエンスストア入金
　※実行委員会事務局では、お支払いできません。
参加申込
　・郵便振替　所定の申込用紙（払込取扱票）にて最寄りの郵便局へ
　・インターネット・携帯サイト　http://www.runnet.jp
　・電話　03-3714-6409（専用ダイヤル・平日 9:30 ～ 17:30）
　※インターネット・携帯サイトは、エントリー手数料が 200 円か
　　かります。電話は、エントリー手数料が 300 円かかります。
申込〆切　1月 31日㈬　※郵便振込は当日払込印有効
●お問い合せ
　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650　竹田市役所生涯学習課
　岡の里名水マラソン大会実行委員会事務局
　☎ 0974-63-4817　FAX0974-63-2373

◇
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
、

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
買
い
ま
し
た
。

自
室
で
椅
子
代
わ
り
に
し
て
い
ま

す
が
、
常
に
ふ
わ
ふ
わ
バ
ラ
ン
ス

を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

全
身
軽
い
筋
肉
痛
に
な
り
ま
す
。

本
当
は
汗
も
流
す
と
よ
い
の
で
す

が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
３
日
坊
主
で

あ
き
ら
め
た
人
な
の
で
…
ま
ず
は

ボ
ー
ル
の
上
で
正
座
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
現
物
を
目
に

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
一
昨

年
の
台
風
の
折
に
、
倒
れ
る
電
柱

を
支
え
た
の
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
だ

と
聞
き
、
そ
の
丈
夫
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。
◇
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
（
吉
野
秀
）。
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「
冬
季
所
蔵
書
画
展
、

　

岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅳ
」

　

１
月
25
日
㈭
ま
で

「
生
活
の
中
の
文
人
画
・
花
鳥
風
月
」

　

会
期
中
一
部
展
示
替
え

　

１
月
26
日
㈮
〜
３
月
11
日
㈰

※
年
末
年
始
は
12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬
ま

　

で
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
伊
東
正
明
作
品
展『
雪
の
場
景
』」（仮
）

　

12
月
26
日
㈫
〜
28
日
㈭

　

日
展
会
友
・
一
水
会
員
の
竹
田
市
出
身
の
画

家
、
故
伊
東
正
明
さ
ん
が
竹
田
市
に
寄
贈
さ
れ

た
作
品
の
中
か
ら
10
点
を
展
示
し
ま
す
。

「
第
６
回
松
岡
興
司
写
真
展

　
『
我
が
ま
ち
竹
田
』」

　

１
月
５
日
㈮
〜
21
日
㈰

　

竹
田
の
人
の
営
み
、
自
然
を
撮
っ
た
作
品
35

点
を
展
示
し
ま
す
。

「
郷
土
の
自
然　
植
物
写
真
展
」

　

１
月
24
日
㈬
〜
２
月
６
日
㈫

※
年
末
年
始
は
12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬
ま

　

で
休
館
し
ま
す
。
１
月
４
、
23
日
は
臨
時
休

　

館
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
30
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

１
月
１
日
㈪

　

開
会
式
10
時　

ス
タ
ー
ト
10
時
30
分

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
５
・
６
年
生
男
子
・
女
子
２
㌔
、　

　

中
学
生
男
子
・
女
子
３
㌔
、
高
校
生
男
子
・

　

女
子
５
㌔
、
一
般
男
子
40
歳
未
満
・
40
歳
以

　

上
・
50
歳
以
上
・
60
歳
以
上
５
㌔
、
一
般
女

　

子
５
㌔

●
お
問
い
合
せ　

国
体
推
進
室
内
竹
田
市
陸
上

　

競
技
協
会
事
務
局　

工
藤

　

☎
63‒

４
８
２
２

 
平
成
18
年
度
竹
田
市
冬
成
人
式 

　

竹
田
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
参
加

も
可
能
で
す
の
で
、
成
人
者
の
皆
さ
ん
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
方

日
時　

１
月
７
日
㈰

　

式
典
13
時
〜　

お
楽
し
み
会
14
時
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
３
４
１
・
３
４
２
）

　

又
は
各
地
域
教
育
課

 

新
春
た
こ
あ
げ
大
会

日
時　

１
月
７
日
㈰　

９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
駐
車
場

主
催　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

そ
の
他　

賞
品
、
ぜ
ん
ざ
い
を
用
意
し
て
い
ま

　

す
。
当
日
参
加
可
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０‒

２
７
１
８‒

５
５
８
３

 

第
29
回
川
合
尚
武
旗

 

竹
田
職
域
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

１
月
20
日
㈯　

13
時
開
会
式

　
　
　

14
時
ス
タ
ー
ト

　

※
監
督
会
議　

12
時
30
分
〜

区
間　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜

　

入
田
農
免
入
り
口
〜
矢
原
橋
〜
十
月
橋
折
返

　

し
〜
矢
原
橋
〜
入
田
農
免
入
り
口
〜
竹
田
市

　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場（
５
区
間
、11
・

　

４
㌔
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

国
体
推
進
室
内
竹

　

田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

工
藤

　

☎
63‒

４
８
２
２

 

岡
城
阯
南
面
草
刈
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
岡
城
阯
南
面
の
里
山
林
健
全
化
推
進
事
業
」

事
務
局
で
は
、
岡
城
阯
南
面
の
滑ぬ

め
り
ぜ
ざ
か

瀬
坂
登
城
道

の
竹
林
伐
採
作
業
に
つ
い
て
、
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

岡
城
阯
の
美
し
い
景
観
を
高
め
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
日　

１
月
21
日
㈰

　

９
時
〜
12
時　

13
時
〜
16
時

場
所　

岡
城
阯
南
面
滑
瀬
坂
登
城
道

用
意
す
る
も
の　

刈
払
機
、
カ
マ
、
ナ
タ
、
軍

　

手
等

申
込
方
法　

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、氏
名
、電

　

話
番
号
を
左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
商
工
会
議
所
（
事
務
局
）

　

☎
63‒

３
１
６
１

　

竹
田
市
商
工
観
光
課

　

☎
63‒

４
８
０
７



たけたん情報 平成19年1月号 ❷

  

案　

内

　「
広
報
た
け
た
」
定
期
購
読
申
込
み

　

竹
田
市
外
で
広
報
た
け
た
の
定
期
購
読
を
希

望
す
る
方
は
、
左
記
の
事
項
を
明
記
の
上
、
封

書
等
で
購
読
希
望
月
数
分
の
郵
便
切
手
を
同
封

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
購
読

　

希
望
期
間
（
平
成
○
年
○
月
号
〜
平
成
○
年

　

○
月
号
）

購
読
料　

１
４
０
円
相
当
の
郵
便
切
手
／
月

※
複
数
部
希
望
の
人
は
、
要
相
談
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

広
報
た
け
た
及
び
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

平
成
18
年
11
月
か
ら
、
竹
田
市
で
は
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
財
源

の
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
竹
田
市
広
告
料
収
入
事
業
」
と

し
て
、「
広
報
た
け
た
」
及
び
「
竹
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
上
で
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
外
の
企
業
・
団
体
・
事
業
所
・
個
人
等

で
広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
市
指
定
の

広
告
代
理
店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
申
込
先　

佐
伯
印
刷
株
式
会
社

住
所　

大
分
市
古
国
府
１
１
５
５‒

１

電
話　

０
９
７‒

５
４
３‒

１
２
１
１

担
当
者　

安
部
祥よ

し
ふ
み史

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
・
２
２
５
）

市
勢
要
覧
２
０
０
６
販
売
中
で
す
！

　

竹
田
市
の
人
、
産
業
、
現
在
、
未
来
を
伝
え

る
「
竹
田
市
勢
要
覧
２
０
０
６
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
Ａ
４
版
フ
ル
カ
ラ
ー
、
68
頁
で
す
。

料
金　

１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
１
月
に
始
ま
っ
た
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
は
、
有
効
期
限
が
３

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
満
了
す

る
と
、
電
子
証
明
書
は
失
効
し
、
国
税
の
電
子

申
告
等
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
迎
え
る
方
に
は
、
通
知
を
送
付

い
た
し
ま
す
。更
新
を
希
望
す
る
方
は
市
民
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
は
有
効
期
限
満

了
の
日
の
３
か
月
前
か
ら
受
付
し
ま
す
。
手
数

料
は
５
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
現
在
の
電
子
証
明
書
が
失
効
し
た
後

で
も
、
新
し
い
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

市
民
課
市
民
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

大
分
県
立
芸
術
会
館

美
術
観
覧
料
の
免
除
に
つ
い
て

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
が
主
催
す
る「
平
常
展
」

又
は
「
企
画
展
」
の
観
覧
に
つ
い
て
は
、
次
の

場
合
、
料
金
は
無
料
で
す
。

①
県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

　

教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
の
鑑

　

賞
（
学
校
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
）

②
土
曜
日
の
高
校
生
以
下
の
観
覧
（
小
学
生
は

　

名
札
等
を
、
中
学
生
・
高
校
生
は
生
徒
手
帳

　

等
を
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
学
芸
第
一
課

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

０
８
２
０

乳
幼
児
向
け
お
す
す
め
図
書
セ
ッ
ト

貸
し
出
し
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

大
分
県
立
図
書
館
で
は
、
乳
幼
児
の
読
み
聞

か
せ
に
適
し
た
優
良
図
書
の
普
及
を
図
る
た

め
、
お
す
す
め
絵
本
を
セ
ッ
ト
に
し
て
貸
し
出

す
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

来
館
が
困
難
な
乳
幼
児
の
保
護
者
等

　

で
、
県
立
図
書
館
の
「
資
料
利
用
券
」
を
お

　

持
ち
の
方

貸
出
図
書　

図
書
館
司
書
が
選
定
し
た
お
す
す

　

め
絵
本
５
冊
１
セ
ッ
ト

貸
出
期
間
・
冊
数　

貸
出
日
か
ら
20
日
間
（
配

　

送
期
間
含
む
）、
１
回
２
セ
ッ
ト
ま
で

送
料　

往
復
と
も
申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
送
付
：
着
払
い
３
６
０
円

　

図
書
の
返
却
：
元
払
い
６
４
０
円
他

※
返
却
時
の
送
料
は
返
送
方
法
に
よ
っ
て
異
な

　

り
ま
す
。直
接
持
ち
込
み
返
却
も
可
能
で
す
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
左
記
ま
で
申
し
込
む
か
、

　

大
分
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ･

申
込
み

　

〒
８
７
０‒

０
８
１
４

　

大
分
市
駄
原
５
８
７‒

１

　

大
分
県
立
図
書
館　

セ
ッ
ト
貸
出
担
当

　

℻  
０
９
７‒

５
４
６‒

９
９
８
５

　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒

９
９
７
２

　

http://library.pref.oita.jp/

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
プ
ラ
ス
エ
リ
ア
開
通

　

竹
田
市
の
要
望
に
よ
り
、
12
月
23
日
か
ら
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
が
運
営
す
る
８
０
０
Ｍ
㎐

帯
の
電
波
を
利
用
し
た
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
プ
ラ
ス
エ
リ

ア
の
基
地
局
が
入
田
地
区
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
応
機
種
等
は
、
最
寄
り
の
販
売
店
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

お
お
い
た
出
会
い
応
援
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
情
報
化
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
協
働
し
て
開
設
し
た
「
お
お
い

た
出
会
い
応
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
結
婚
し

た
い
け
れ
ど
、
な
か
な
か
い
い
出
会
い
が
な
く

て
…
」
と
い
う
独
身
者
の
皆
さ
ん
に
、
安
心
し

て
参
加
で
き
る
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

会
員
登
録　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.oitadeai.jp

1
月
の
お
し
ら
せ
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●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７
─５
０
６
─２
７
１
２

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
助
成
金

　

仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
や
、
パ
ー
ト
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
取
り

組
む
事
業
主
を
対
象
と
し
た
助
成
金
が
新
設

（
名
称
変
更
）
さ
れ
ま
し
た
。

育
児
・
介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金

◇
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
…
育
児
休
業
、

　

短
時
間
勤
務
制
度
の
取
得
促
進
を
図
る
た
め
、

　

適
用
者
が
初
め
て
出
た
中
小
企
業
事
業
者（
従

　

業
員
１
０
０
人
以
下
）に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

◇
両
立
支
援
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
…
次
の
６

　

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
事
業
所
内
託
児
施
設
設
置
・
運
営
コ
ー
ス

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
費
用
等
補
助
コ
ー
ス

・
代
替
要
員
確
保
コ
ー
ス

・
子
育
て
期
の
柔
軟
な
働
き
方
支
援
コ
ー
ス

・
休
業
中
能
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

・
男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
コ
ー
ス

パ
ー
ト
タ
イ
ム
助
成
金

　

正
社
員
と
共
通
の
処
遇
制
度
の
導
入
や
、
能

力
・
職
務
に
応
じ
た
処
遇
制
度
の
導
入
を
し
た

時
に
支
給
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

〒
８
７
０‒

０
０
３
５　

大

　

分
市
中
央
町
２‒

９‒

24　

三
井
生
命
大
分
ビ

　

ル
３
階　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
５
（
代
表
）

　

℻
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
６

  

生
活
情
報

税
務
職
員
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
や
国
税
局
の
職
員
を
装
っ
た
電
話

で
、
税
金
を
還
付
す
る
と
だ
ま
し
て
現
金
自
動

預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
、
逆
に
金
を
振

り
込
ま
せ
る
詐
欺
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
や
国
税
局
で
は
還
付
金
受
取
の
た
め

に
金
融
機
関
等
の
現
金
自
動
預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
審
な
点
が
あ
る
時
は
、
竹
田
税
務
署
ま

で
電
話
等
に
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
時
の
消
費
者
契
約
法

　

消
費
者
契
約
法
は
、
消
費
者
と
業
者
の
間
に

情
報
や
交
渉
力
の
格
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
契

約
の
締
結
場
面
で
不
当
な
勧
誘
が
あ
る
場
合
等

に
、消
費
者
に
契
約
取
引
権
を
認
め
て
い
ま
す
。

誤
認
し
て
契
約
し
た
時
…
代
金
を
安
く
説
明
す

　

る
等
重
要
事
項
に
つ
い
て
不
実
の
説
明
を
し

　

た
場
合
、
有
利
な
事
項
だ
け
を
告
げ
不
利
益

　

な
事
項
を
隠
し
た
場
合
、「
必
ず
値
が
上
が
る
」

　

等
不
確
実
な
事
項
に
つ
い
て
断
定
的
な
判
断

　

を
述
べ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
た
説
明
に

　

よ
り
誤
認
し
て
契
約
を
締
結
し
た
消
費
者
は
、

　

契
約
の
取
消
が
で
き
ま
す
。

困
惑
し
て
契
約
し
た
時
…
消
費
者
の
自
宅
等
で
、

　

契
約
し
な
い
か
ら
帰
っ
て
ほ
し
い
と
消
費
者

　

が
希
望
し
て
い
る
の
に
、
業
者
が
居
座
っ
て

　

勧
誘
を
続
け
た
場
合
（
不
退
去
）、
営
業
所

　

等
で
、
帰
り
た
い
と
希
望
す
る
消
費
者
を
帰

　

ら
せ
な
い
で
勧
誘
を
続
け
た
場
合
（
退
去
妨

　

害
）、
こ
の
よ
う
な
強
引
な
勧
誘
に
よ
り
困

　

惑
し
て
契
約
し
た
消
費
者
は
、
契
約
の
取
消

　

が
で
き
ま
す
。

　

契
約
は
、
説
明
を
よ
く
聞
き
十
分
納
得
を
し

て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
税
務
署　

☎
63
─３
１
４
３

　

商
工
観
光
課　

☎
63
─４
８
０
７

  

環
境
衛
生

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬
の
年
末
年
始
休

日
は
、
す
べ
て
の
ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

振
替
収
集
も
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
間
違
い
や
す
い
ご
み
の
出
し
方

　

紙
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み
は
、
資
源
ご
み
袋

（
ピ
ン
ク
）
に
入
れ
古
紙
類
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
お
菓
子
の
箱
類
も
、
ひ
も
で
結
ん

で
古
紙
類
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
処
理
業
務
に
つ
い
て

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
場
）

　

年
末
は
12
月
28
日
㈭
の
午
前
中
ま
で
、

　

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

◇
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）

　

年
末
は
12
月
28
日
㈭
の
午
前
中
ま
で
、

　

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み
は
年
末
に
集
中
し

　

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
込
み

　

竹
田
衛
生
社　

☎
63
─３
５
４
６

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　

家
庭
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
個
人
持
込

み
が
非
常
に
多
く
な
り
、
ご
み
収
集
車
と
の
離

合
等
に
困
る
事
態
が
度
々
生
じ
て
い
ま
す
。
粗

大
ご
み
や
一
時
的
な
多
量
ご
み
以
外
は
、
定
期

収
集
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　
　

☎
63
─４
８
２
１

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68
─２
８
１
９

　

衛
生
セ
ン
タ
ー　

☎
63
─２
２
３
９



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

1 ㈪ ・元旦　・竹田市歩こう会「元旦歩こう会」7:00 そうぞうの丘集合（※ 1）　・第 30回竹田元旦マラソン大会 10:30 スタート（竹田市総合運動公園陸上競技場）　
・平成 18年度「おおいた年末・年始の事故ゼロ運動」（4日まで）　・「はたちの献血」キャンペーン（2月 28日まで）　・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）

2 ㈫ ・市役所年始休暇

3 ㈬ ・市役所年始休暇

4 ㈭ 平成 19年度認可保育所（園）・児童クラブ児童募集（31日まで）　・2007 新春カラオケフェスタ出場申込（19日まで /竹田市文化連盟事務局〔竹
田市文化会館〕）　・竹田温泉「花水月」休館日

5 ㈮ ・竹田市国民保護計画（素案）意見募集〆切（総務課）

6 ㈯
7㈰ ・新春たこあげ大会 9:00 ～ 11:30（竹田市総合運動公園駐車場）

・竹田市成人式 13:00 ～ 14:00（竹田市文化会館）

8 ㈪ ・成人の日

9 ㈫ ・農業委員会委員選挙人名簿登載申請書提出〆切

10㈬ ・消防特別点検 9:30 ～（竹田市直入総合運動公園グラウンド）
・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎 6階 61会議室［大分市］）

11㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

12㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ 15:00（岡城跡）　・認定農業者経営研修会 13:30 ～ 16:30（竹田市役所 3階会議室）
・水道メーター検針員募集〆切（水道課）　・青少年の日

13㈯
14㈰ ・竹田市歩こう会「三社参り」9:00JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）

・彦山神社どんど焼（炭竃）　・家庭の日

15㈪ ・防災とボランティア週間（21日まで）
・荻の里温泉休館日

竹田市のこよみ1月2007年

・清掃センター（ごみ処理場）、衛生センター
　（し尿処理場）は、12月28日午後から1月
　3日まで業務を行いません。



16㈫ ・県病健康教室「タバコと肺がんのお話－発がんのリスクと手術への影響－」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）
・大分県臨時職員採用候補者名簿登録試験募集〆切（大分県総務部人事課）

17㈬ ・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹
田幼稚園）　・特許・商標等無料相談会 13:00 ～ 15:30（竹田商工会議所）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・防災とボランティアの日

18㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

19㈮ ・「竹田市荻堆肥センター」指定管理者募集〆切（農林畜産課）　・下水道排水設備工事責任技術者試験申込〆切（建設課）
・食育の日

20㈯ ・第 29回川合尚武旗竹田職域クラブ駅伝競走大会 14:00 竹田市総合運動公園陸上競技場スタート

21㈰ ・岡城阯南面草刈作業ボランティア 9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00（岡城阯南面滑瀬坂登城道）

22㈪ ・竹田温泉「花水月」休館日
・荻の里温泉休館日

23㈫ ・竹田温泉「花水月」休館日

24㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・全国学校給食週間（30日まで）
・竹田温泉「花水月」休館日

25㈭ ・竹田地域糖尿病予防講演会 14:00 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）
・竹田温泉「花水月」休館日

26㈮ ・第 3回ボランティア講習会 14:00 ～ 15:30（竹田市立図書館）
・文化財防火デー

27㈯ ・B&G室内綱引き大会（B&G海洋センター）

28㈰
29㈪ ・荻の里温泉休館日

30㈫

31㈬ ・国民健康保険税 7期、介護保険料 7期納期限・住宅用地異動申告期限（税務課）　・第 20回岡の里名水マラソン大会申込〆切
・調理師業務従事者届出基準日（竹田保健所）

月間・週間
そ　の　他

・工業統計調査にご協力をお願いします（12月 31日～）　・陽目の里名水茶屋休業期間（3月 16日まで）　・2007 年新春カラオケフェスタ（2月
4日㈰ 10:00 ～／竹田市文化会館大ホール）　・第 18回豊肥地区解放文化祭（2月 4日㈰ 11:30 ～／くじゅうサンホール）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62‒3304）　
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）
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福　

祉

平
成
19
年
度
認
可
保
育
所（
園
）・
児

童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集

　

平
成
19
年
度
保
育
所
（
園
）・
児
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
（
登
録
）
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

保
育
所
の
申
込
書
は
福
祉
事
務
所
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
及
び
保
育
所
（
園
）
に
、児
童

ク
ラ
ブ
の
申
込
書
は
福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所　

☎
63‒

４
８
１
１

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

荻　
　

☎
68‒

２
２
１
１

　

久
住　

☎
76‒

１
１
１
１

　

直
入　

☎
75‒

２
２
１
１

  

税平
成
18
年
分
所
得
税
及
び
消
費
税
の

確
定
申
告
書
の
発
送
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
者
の
平
成
18
年
分
所
得
税
及
び
消

費
税
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月
26
日
㈮
頃
の
発

送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
所
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
利
用
す
る
と
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

ま
た
、
国
税
電
子
申
告
（
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利

用
す
れ
ば
自
宅
や
事
業
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
経
由
し
て
申
告
書
等
を
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

　

申
告
書
作
成
で
わ
か
ら
な
い
点
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
税
務
署

　

☎
63‒

３
１
４
１

  

試　

験

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

日
時　

２
月
18
日
㈰　

12
時
50
分
〜
15
時

場
所　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

受
験
資
格　

試
験
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
で
、

　

指
定
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈭
〜
19
日
㈮

受
験
手
数
料　

５
、０
０
０
円

そ
の
他　

受
験
申
込
書
は
、
竹
田
市
役
所
本
庁

　

建
設
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

建
設
課
生
活
排
水
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

  

年　

金

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
国
民
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
れ
ば
、

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
す
。
忘
れ
ず
に
加
入

手
続
き
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
加
入
手
続
き
は
職
業
に
よ
っ
て
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者　

農
業
・
自
営
業
・
学
生
等

　

…
住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
手
続
き

第
２
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組

　

合
に
加
入
し
て
い
る
人
…
手
続
き
不
要

第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
…
市
町
村
役
場
又
は
大

　

分
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
第
１
号
被
保
険

者
は
自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

失
業
等
の
理
由
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な
時

期
は
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
保
険

料
免
除
制
度
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
免
除
は
、

保
険
料
の
「
全
額
免
除
」
と
保
険
料
の
一
部
を

納
め
る
「
多
段
階
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

20
歳
代
の
方
に
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、

学
生
に
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）

  

保
健
衛
生

調
理
師
業
務
従
事
者
届

　

調
理
師
法
第
５
条
の
２
第
１
項
に
基
づ
き
、

調
理
師
免
許
を
所
持
し
、
飲
食
店
や
給
食
施
設

等
で
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調
理
師
は
、２
年

ご
と
の
12
月
末
日
現
在
に
お
け
る
氏
名
・
住
所

等
を
就
業
地
の
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
届
出
の
年
で
す
。
提
出
用
紙

は
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
竹
田
保
健
所
に

あ
り
ま
す（
飲
食
店
等
営
業
施
設
に
つ
い
て
は
、

竹
田
食
品
衛
生
協
会
か
ら
配
布
し
ま
す
）。

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先　

竹
田
保
健
所
総
務

　

企
画
課　

☎
63‒

２
１
８
７

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



❼ 2007年1月発行

平成19年1月　岡の里ふるさとＵターン情報

ふるさと竹田で新しい挑戦！
お正月で帰省されているあなたのUターン就職を、市内の企業が期待しています。ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？

○この一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田市地域職業相談室）に申し込まれている 12月 1日現在の有効求
　人です。紙面の都合上、一部のみの掲載ですが、一覧表以外の企業についても多種の求人がありますので、窓
　口へお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田市地域職業相談室（豊後竹田駅前郵便局隣） 　 ☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）  ☎ 0974-22-8609

お正月で帰省されているあなたのUターン就職を、市内の企業が期待しています。ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 年　齢 賃金（千円） 備　　　考

大久保病院
病　院・
介護老人保健施設

作業療法士 1 不　 問 255 ～ 373

理学療法士 2 不　 問 255 ～ 373

介護福祉士 3 不　 問 143 ～ 183

看護師 ３ 不　 問 224 ～ 321

准看護師 ２ 不　 問 171 ～ 239

翡翠倶楽部 旅館・食事処
厨房係 ３ 50歳以下 140 ～ 200

接客･雑用 ３ 不　 問 130 ～ 200

長湯歴史温泉
伝承館

温泉入浴施設
調理スタッフ及び見習 ２ 不　 問 110 ～ 200

レストランホールスタッフ ２ 不　 問 110 ～ 150

レゾネイト ホテル業

フロントサービス １ 18～ 35 135 ～ 176
久住高原コテージ

調理 １ 18～ 35 135 ～ 176

レストランサービス ２ 18～ 35 135 ～ 176 レゾネイトクラブ
くじゅう和食調理 １ 18～ 35 135 ～ 176

雄仁会加藤病院
病　院・
老人保健施設

正看護師 ５ 不　 問 216 ～ 219

看護助手 ５ 不　 問 125 ～ 128

みはら整形外科
クリニック

整形外科病院・
介護支援事業

正・准看護師 １ 18～ 40 160 ～ 250

介護支援専門員 １ 23～ 45 126 ～ 160

リハビリ助手 ２ 18～ 30 114 ～ 132

理学療法士 １ 21～ 40 156 ～ 220

竹田訪問看護ステーション 訪問看護 正・准看護師 １ 不　 問 153 ～

竹田医師会
病　　　院 病　院

正・准看護師 10 不　 問 153 ～

看護補助者 ５ 不　 問 120 ～ ヘルパー 2級

理学療法士 ２ 不　 問 230 ～

竹
田
医
師
会
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キ　リ　ト　リ　セ　ン

キ　

リ　

ト　

リ　

セ　

ン

2007年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ
　
出
場
申
込
書

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢
　
　
　
歳

住
　
所
　

　
電
話
　
　
  　
－

フ
リ
ガ
ナ

曲
　
目

フ
リ
ガ
ナ

歌
手
名

〒
　
　
　
　
－
 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

※
こ
の
出
場
申
込
み
時
に
提
出
頂
い
た
情
報
は
、本
大
会
の
運
営
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

   竹田のカラオケファン全員集合！                 

２００７年新春
カラオケフェスタ
出場者募集！

　新年の恒例行事！『新春カラオケフェスタ』を開催します。
ポップス、ロック、演歌、童謡等、何でも結構です。
　皆さんの出場をお待ちしています。

　日時　２月４日㈰　10時～
　場所　竹田市文化会館大ホール
出場枠及び資格　竹田市文化連盟歌謡部 13団体の推薦各 2
　名、及び個人申込枠 20名の計 46 名です。ただし、個人
　申込枠は先着順とし、定員になり次第〆切とさせていた
　だきます。あらかじめご了承ください。
※竹田市内に在住する方で、年齢性別は問いません。
参加賞　審査・表彰等は行いません。出場者には参加賞を
　差し上げます。
申込方法　個人申込枠で出場を希望する方は、右記の申込
　用紙に記入し、竹田市文化会館（竹田市中央公民館）、荻
　中央公民館、久住中央公民館、直入中央公民館に出して
　ください。
受付期間　１月４日㈭～ 19日㈮
主催　竹田市文化連盟歌謡部　共催　竹田市教育委員会
●お問い合せ　竹田市文化連盟事務局
　（竹田市文化会館）☎ 63-2734

   

求　

人

◇
土
木
施
工
管
理
者
２
人
年
齢
不
問
28
万（
竹
）

◇
建
築
技
術
者
２
人
40
才
以
下
16
〜
33
万（
竹
）

◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
年
齢
不
問
15
万

（
竹
）
◇
ヘ
ル
パ
ー
責
任
者
１
人
50
才
以
下

15
・
３
〜
17
万
（
竹
）
◇
歯
科
衛
生
士
１
人
年

齢
不
問
15
・
６
万
（
久
）
◇
看
護
師
１
人
年
齢

不
問
17
・
１
〜
21
・
７
万
（
久
）
◇
店
舗
事
務

員
１
人
年
齢
不
問
12
・
２
万
（
竹
）
◇
一
般
事

務
１
人
年
齢
不
問
12
〜
13
万
（
荻
）
◇
調
理
補

助
・
洗
い
場
１
人
20
〜
55
才
11
万（
荻
）◇
営
業
・

販
売
外
交
員
１
人
年
齢
不
問
12
万（
竹
）◇
ホ
ー

ル
係
１
人
22
〜
40
才
18
〜
35
万（
竹
）◇
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
１
人
22
〜
45
才
18
・
４
〜
19
・
５
万

（
竹
）
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
１
人
21
〜
55
才
13

〜
30
万
（
竹
）
◇
塗
装
工
３
人
18
〜
55
才
19
・

２
〜
24
万
（
竹
）
◇
パ
ン
製
造
１
人
18
〜
30
才

14
〜
15
・
３
万
（
久
）
◇
作
業
員
１
人
18
〜
30

才
12
・
５
万
（
久
）
◇
土
木
作
業
員
１
人
年
齢

不
問
18
万
（
竹
）
◇
保
安
管
理
及
び
経
理
１
人

年
齢
不
問
20
万
（
竹
）
◇
土
木
作
業
員
２
人
50

才
以
下
14
・
４
〜
20
・
４
万
（
竹
）
◇
牧
場
作

業
員
１
人
年
齢
不
問
15
万（
荻
）◇
調
理
ス
タ
ッ

フ
及
び
見
習
２
人
年
齢
不
問
11
〜
20
万
（
直
）

◇
事
務
１
人
年
齢
不
問
13
・
５
万
（
直
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１


